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台
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。
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。
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西
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湘
バ
イ
パ
ス
を
、
開
き

は
渡
し
船
で
往
来
し
て
い
詐
レ
だ
と
匂
楕
は
い
ま
に
も
こ
わ
れ
る
か
の
よ
フ
三
路
島
繰
議
委
議
〉
構
内
務
沿

ζ
ろ
が
明
治
総
務
の
あ
と
、
政
弘
畑
中
援
に
傾
き
可
沈
T
rし
て
し
ま
っ
た
の
で
い
に
逗
長

K
東
西
の
交
議
議
仁
対
処

業
経
済
、
文
化
田
急
激
な
発
震
で
流
入
す
。
ず
る
判
来
計
画
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

が
倉
増
し
詳
し
だ
そ
れ
ば
か
D
で
な
食
品
は
議
選
じ
、
雨
は
や
さ

Eた

〈
人
力
車
台
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。
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薦
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摘
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仕
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損
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と
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襲
つ
溜
旬
檎
と
同
じ
だ
と
す
る
'
ベ
地
援
に
て
い
ま
す
。

た
大
地
混
同
刊
と
白
木
造
駕
入
構
を
完
は
ひ
と
た
ま
D
も
あ
D
ま
せ
ん
。
新
し
い
輔
の
取
り
付
け
部
分
時
茅
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っ
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。
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仁
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烈
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介
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す
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叫
三
↑
一
時
間
以
h
殴
出
唱
す
引
こ
晶
子
と
↑
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と
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概
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落
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襲
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ど
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…
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、

1
5
3三
f
i
-
-
5
2
5
2

一

一
ギ
ム
九
襲
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騒
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襲
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ら
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」
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瀦
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選
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右
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す
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鉱
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五
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収
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八千f切J!';治会
老松町自治虫

援木町中盤自治金

天沼自治金、蔵邸自治会

宝留了晶、紅谷町金、設問田JmJ内《

ぷド I官宮制の面前了自自治治会会

草月石卸会
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見5世間町内会 成富地 l
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園田島

1月26日 ※盟国公民主包 括会主三回~

民館

平塚F官民セ/31一
大野ノh令全校

横内泊先話議会場

須Jl!i'公民館ザ占託公氏

12Y121B 中屠王小学校
t/ 22n 神田小学校
ρ268 金目公民館 ※J和{{J01".2:;

安宮

1 _F]16日八幡;J¥学校よかす
館

d 19日 花オく小学校
.y 23日 平塚市民向百三

タシ 24円 7巨ν']"学校 前 11;とさ更百
沢支所

タ 28日掛畳間公 ι こ、 ~.I! :t~

~館
-7 318 平塚市民セン虫}

2)'11司 大野小学校
ク 6Fl 横内街地裁会場
タ 7[ヨ 須員公E設富松占京れ民

2月 3}守

重量討議・ 1期~接種当Rに"，6tザ]
を経過して2歳未満の乳幼児コ
2期~昭和49年 4月小学校入守一予
定の幼}~。

皇軍時間・ 12時3C分~-15時まで。たゴ

し捺印¢会場は14時--""-138({-.，
霊童巡回臼穆

2 日中隊公民館神田公民間

-9 19日 誌伺崎公民総口訣詰公

民館

?- 20白金自公民館

ク 21汀 花オく公民館八幡公民対
ρ250 平塚市民間院 立中工己改

協土沢支所

タ 2611 品公民館
タフ8日 終金田公民館
3月 1日 掛箆国公民館
ク 5日 平若草市民セジ!ミ}
ク 7日 大野公民貧富
4シ 8r3 横内団地襲会場

4シ 9 B "謂霊童公民館 松原公工こ泊
費覇。U;:在日
2 Jc122日
ρ2GB 

中原公民館神田公安A烈

湖周摘公民主宮 与主主主公

民館

ク 27B 金思公民若宮
-9 28U 花水公民館八幡公民館
3 )ヲ4司平塚市民病院古川 J火夜

協:土沢支所

t-' 5 E1 Hl，公民館
'" 7日 器金Bl公E三館
~ 8日 捺豊田公民館
タ 12EI 平塚市民 ~y丘一

.p 14日大野公民館
y 15日 横内団地主奏会場

?' 16臼須賀公E秘書荘、1W.i壬民知
3月22日 平塚市民蹄院

量覇支官製ー諸種:当日に構3か月を経過

し亡18か月未満の乳幼児 αtGi18"，}，
nに蕊しないうちに 2田町服用を
すませるコ病気等の理由で受じら

れなかった人は、総3歳になら句
いうちなら受けられます。

童書時務・ 13時30分~15時まで。

し民日}の会場は14時--....15酌 ο
豊富巡密白稜

11)31日 須賀公民館 1自公民館

〉米中央農協J二u'(支m
~ 2日八幡公民館民金凶公日

館*輩出公民館

タ 5日 平塚保短所:横内
会場民誠司公民館

ク自 11 大野公置設宮 松原公且とは
神田公民精

~ 7日 花京公民館金日会二三
民間崎公民会[[

タ 8 平按市民病院 ~fÆ< z.:;-À_::_こ

安官

13B 花水公民館町原子ム

14B 平塚市民病枕

4汚3
2日 誌J主究;:J，王ミf(長J
器国崎公民館

神出公民館八儒 1

;と水公民館 '1民公
平塚市民代寸

露器対霊喪，/筒 3 か月D_U~ーの現}!Jj児 Ulr3
活149if:4月ノj叫学校入学予定児は入

学後、学校で受ける〉

機時間易 13時30分~15日子まで。 fたニ J

し器日印日の会i境苛は14時時〆~斗15砂ト
量額覇i泌忠翻臼穣
12fj19日

?- 20日
タ 24日企巴公~f倍以日三

宣官

1刀11日 八嶋よ全校
宣官

再三オvJ、学校
平獄市民判記

11E.ljJy学校 合;叫マ又とミ協 L

須賀公民法1 こ士こ

健医金印公民館

4シ 3B 平塚保健所 j出公民イ1
※出先農協上 γ人二乞干

ク 4日 神間公民館ノリ語公民治
弔坊むをき公民館

'" 5臼 中原公民館全日公工心
捺際崎公民間

タ 5臼花水公民館
院

'" 9日松原公民自1
4シ 11日大野公民館

会上男

BOO、

インア 4 、問..
l 〆 1週間

一_j_j_立五
BCG 、 3~童潤!イシフ

三組豆j守同舟 jニr:;:.労義一一 lJi室哲

〈た記し ボリ~，←→ポリオヰ昌灘間以内 2

30罰 金自公民ι宮古
務純情公民館

31臼中原公民館

E雪月3
19臼神田公民館
接域島公民館

20日 金自公民主宮
務問崎公民的

21日中原公民館

汚3
26告 示羽田公民主"二
29白 楽桜島公民館

核テ罰硝公上号館

30日花水公民館
31日 平塚市民抗日

[11 fl] 

22日 土日公民館
所須賀会見知

2，3[1 平家保位HTr ・三IlIe冶紅:

掛金田公I己貸i1
27日 横内沼地家全二こ

松原公民館

[12}'ヲ3
14臼路公民館
所須声芝公Ii:H
日平塚保健所

拡;<il主回公民館

18日 横内部地覧会主こーミス烈
松原公民館

1y守3
7臼平塚開健所
※全国民民間

8 [ヨ加公民館
月庁

9 f3 横内l'Jli土品、江古い
10臼 須賀公民館 .LE;¥去に匂

2月3
8日神田公民空f{ 公Eく
12B 掛城島公民館企u公民色z
拡崎公民館

13白八楊公民間むぜ口氏<-"
14日 王子Z謹行

SJヲ3
11日捺城島会民
諸岡崎イ

子防接種を受 ζ問予;，コわりま

Lた。特tこ、ム「ワノーチン日持
〈ノJ¥W，マヒ丑ヲクヲンロIよ「ポ』

オj 、議号、 BC仁;、{二L;;.) iこ~

怒してください。

φ予訪揺奇麗!こ必安なもの

m母子手綬亡率生、入し iてっ

ていた母子手

G;問診察〈己¢男、二、亡，_い

体慢も忘れずに汗!にヲ

φ予飴揮自彊を受けられない人
m予防接需を受て 1 た r てい

ない人。②はしか、BCG、説 、小
児マヒ生ワク;二、それぞれ 1か月の
間隔をおかないζjて、!られません。

③モの他、有ぷ工、 lじ，いれ/んヘ性'j:{怯本
塁箆電、"心心乙、臓』応主告笥苦>~只ずてミ、 t野4バ叫手打b抗八去た{はユ陥長に

，足吉J泊う;あD、塁一Jぷリ!二二とL己ちら才-ζぷv、匂人

Fl 
主主8ぜき・ジ7P.0ア 巳下風混
合予防接種の、8 ら変わD

ます。毎月 3[-1隠古iお4日間ずつ実

施します@お子さん乞iご出状態の践
し、ときに、 31己ココ、プーζくだ

さい。

E吉田ぜき・ジフテリア。磁器感
護軍封書換・ 1期 主主額三二i詰3かrl
を経過して、 6 か n~、ぬの乳
児。 (3白〉的立、等の恕己!で受げ

られなかった乱土土、 2iまにな
らないヨちなら交げられまず。

2期 1腕古りむした人で、技認
さ吉田に 1期の 3r~J~U Q:: H.(種日から
1年の期間をすさ亡、 1年 6か月

までのf習 (1@Jコ百九何等吃自で

授けられなかったまで

巴間受けられま

3期昭和48今 4]]ノJ、うちゾJ、三予
定の幼児 (42年lOJ¥，いわ"勾 3}'J 
B間に受けてくにとさい。コ
護軍時罪事・ 13時30分ョまで。ただ
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A

「
掲
内
な
お
正
解
毒
一
一
数
の
潟
告
は

諮
せ
ん
に
よ
り
決
定
す
る
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解
銭
語
文
例

A
B
D
C
E
号

所

名

一
一
一
一
一
一
一

1
2
3
4
5
郵

住

民

郵便番号:7イズ照葱

つぎの地名の郵使番号の数字と、 ABむの事項の数ワ ζ 、同じになるものを絡んでくだとい。

1東京紡わ央区強箆6T89-5 0ロロロロ A 1年はO=B
2神京I11県iI崎市川塘底捜田J1の4 口口口一口仁] B yヨ」ブJーを除いた
3埼玉県単行百叩14T回3-6 [コロロ一口口 C 
4 東京都I色合ど三FB3 了臼 8~6 0ロロ [コ仁J D 
5 指~fr-?ù県北九州nゴ若松B:1f\1町 1T811 ロロロ一口口 E 除夜の銭は0=鳴る

誇?討子;土、擢五郎景IE由騒の

百科として、締金時代の"日主主品

いわれているが、その後の長v-.
歳月の間lごすコかの荒揮してb
まったので、 r.:tL!tcc宋朝、事翁
宗撒といフ部漣によ

れた放に、車請を中

ている。 京完は天正10年(582)
の歌、 日ミJ-E:it1J大，:ItiJO費量広滞ら
八風吹 γよI百f叫?高。良久目。
悶限忠明守コ鳥暗百花答。 Jの
憶を践して嘉したという。 CQ)

3霊憶は、先々t主E
ために墨書

議
ド

高護軍 事電懇

平塚市広}I!(ひろかわ〉の地

は、拘俊丘俊につづく台地と、

それにつながる広い耕地に顕し

た控穫の農耕地である。

平安時代の末期、

ra 
なったら

しいよJと必った。智禅和尚治
「わしは計いころ江:戸にいた時

大沼枝;山O:iS社で勉強したこむ
があるJとたびたびZ苦されこ品
がある。

令紙すき如来

、といっーしい心。製紙にゆかD
のようにも、紙者好く意味にも

1麗じている。
なお、存i交に他国民の境議が
ある。池田民治祖、池田孫1f衛

P型主、 jJ¥l1:l庶1ゴ七条白家庄で、古
文芸季五還を所持していたことが

よえこ載っている。

構環的構輔、法曹雪山事聾櫨噂

丘の上旬

館を設けていたと伝え、そのあ

たDを苦から「む白ょう台Jと
呼んでいる。古来、権五郎景正

をまつる社を rClJょうさんj
と呼ぶことが伊jとなっていて、

「瓶礎J r五領Jの字があてら
れている。

広Jiiには曹荷主主に属する活再言
iJ.r善福寺があ担、間帯が管掌し

ていた八緬宮があったが、湯治

初年、神イム分離ののち、八麟宮

は部福存と絶躍して村主主八幡神

社となった。八鰭神社のむ祭神

は立自白j命であるが、 182fs:女釘ム
は長吉35宇¢関弥陀如来立像
で、埼玉郎景IEの持念仏と伝え
ていゐが、明治時内右末期、平

凡な1l¥f刊の苧によって額調な主主
白かえ1s17なわれたため、ずっ

し

か

務

方甘
」
、
き
ょ
う
は
許
し
、
翌
日
は
許

さ
な
hu矛
震
の
し
か
め
J

方
。
⑤

子
F
百
四
世
格
を
考
忍

Tγ」
、
し

お
と
な
は
注
意
の
つ
も
り
で
一
堂
白
か
っ
た
り
μ

ず
る
こ
と
。

っ
て
い
る
こ
と
ほ
が
、
子
ど
も
む
し
か
る
と
い
う
と
と
は
1

好
ま

向
か
り
ず
れ
ば
つ
し
か
ら
れ
た
」
し
ミ
な
い
行
動
を
や
め
え
号
、
そ

と
感
じ
て
し
宇
フ
。
続
は
デ
ど
れ
に
よ
っ
丈
社
会
工
活
へ
の
適
応

も
が
に
〈
〈
て
し
か
る
の
可
は
な
か
一
同
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

く
社
会
話
雲
山
ん
で
い
く
上
安
子
か
ミ
①
昨
令
が
ぬ
い

の
大
切
は
し
つ
け
を
包
的
と
し
て
場
合
に
は
、
や
設
行
為
が
「
醤
か

い
る
筈
で
す
が
、
母
親
は
と
か
く
惑
か
」
の
判
断
が
で
き
な
い
時
期

本
能
的
な
母
性
震
が
先
?
に
は
「
い
け
ま
せ
ん
」

に
立
ち
ま
ず
か
ら
苛
淫
古
都
総
磁
議
滋
穆
「
だ
め
」
と
は
っ
き
hu

住
者
失
い
が
ち
長
官
同
九
溺
制
戦
創
蹴
鞠
噛
わ
か
ら
せ
る
一
。
②
送

ま
す
。
を
れ
が
時
シ
じ
綴
時
J

ザ
@
輔
滋
綴
務
総
癒
的
に
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て
惑
の
行
為

三
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も

り

官

民

襲
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機
-
b

閑
語
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買
の
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げ
に
な
る
ζ
と
蝉
瀦
滋
線
毅
磯
綴
喝
か
晶
、
③
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出
で

主

り
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す

。

内

向

的

星

高

の

時
間
い
行
動
は
尽
に
つ
き
ゃ
す
く
子
ど
も
に
対
し
て
は
強
三
一
己
う

ほ
め
る
こ
と
よ
り
レ
か
っ
た
万
が
よ
り
も
「
と
う
し
た
方
が
い
い
と

手
っ
と
り
思
い
か
ら
で
F。
し
か
思
ヨ
」
「
こ
う
思
う
け
れ
y
」
、
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5

し
、
し
か
り
万
で
一
帯
大
切
な
ζ

戸
右
う
」
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挙
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吉

と
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、
ピ
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シ
じ
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ア
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し
て
そ
に
コ
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う
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@
そ
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が
し
た
付

の
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な
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ち
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が
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た
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言
つ
て
は
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ま
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ん
。

モ
ミ
遜
け
た
い
こ
と
同
①
仔
高
空
じ
た
時
仁
レ
か
争
ぷ
つ
に

単
な
る
希
ど
か
し
治
区
一
一
一
口
5。
②
し
ま
じ
よ
50

同
じ
ζ
レ
ζ

ぱ
を
何
回
も
操
り
返
し
か
り
方
同
や
さ
じ
い
よ
γ

フ

ナ
皮
肉
的
主
一
吉
い
方
。
③
例
え
で
軒
テ
か
し
い
も
の
で
す
。
し
か

留
守
は
す
寧
に
き
れ
い
に
害
〈
、
る
時
に
は
ど
D
Yと
じ
か
っ
ア
後

そ
れ
を
ひ
き
合
い
に
紛
い
ご
す
は
は
さ
っ
ぱ
り
宇
タ
占
気
持
ち
で
子

き
れ
い
に
書
く
む
に

σOは
通
い
ど
E
に
掠
触
を
し
て
い
き
た
い
も

ぐ
ず
だ
と
言
山
吉
o
m
w

あ
る
行
為
白
で
す
。

霊童巡回日程 7月29B(日〉 港地区自治会.8月12

日仁日〉 松原地区自治会

一-0-0 0 一一時
ややむ協力あDがとうとまざいました00

(6月実施)汗高校67本・横浜ゴム 897:本・東務大

学 60E本場化問パイロット支出s92本。

4参作&s.額際連合やユネス

コの精神、実際の活動、

人権尊重安謹わしたも由

。応器司

• B級中

.c級高

容自級-

4参申込舗 8!'l4尽き長方{ご討す

行政書架へ
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